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１．はじめに
１-１.本研究の概要
　本研究では、汎用的な資質・能力の育成を行うため
に「デザイン思考」を取り入れたデザインの授業を設
計し、教育学部で美術を専攻する学生を対象に実践し、
受講した学生の取り組みの様子や、実践後に行ったア
ンケートをもとに、その授業実践を通して学生の中に
おきた学びを明らかにする。そして「デザイン思考」
を取り入れることが、今後の学校教育の中でどのよう
に活用していけるのかその可能性を探っていく。なお、
本論考では、茂木が「１．はじめに」と全体のまとめ
にあたる「４．考察」を、齋江が「２．授業の実施内
容」「３．実践結果」を分担し執筆した。授業実践時
の役割は、茂木が観察者及び記録者として授業の記録
を行い、齋江が授業者として、授業の設計・実践を通
して学生への指導を行った。
１-２．本研究の背景及び目的
　平成28年12月21日に学習指導要領についての答申１）
が中教審より出され、それを踏まえ平成29度３月に新
学習指導要領が告示２）された。その後、各教科の指
導要領解説３）も発表されるなど新しい学校教育の実
施にむけての動きが活発になっている。これらの資料
によると、今回の改訂の大きな目標として、急速な変
化の中にあり予測困難な社会において、未来を切り拓
いていくための資質・能力を育成することがあげられ
る。その資質・能力を育むためには、学校と地域社会
との連携を基本とした『社会に開かれた教育過程』を
重視することや、『主体的・対話的で深い学び』を意
識した授業づくりなどが必要とされている。また、教
科横断的な視点をもち、各教科で育まれる資質・能力
だけでなく、全ての学習の基盤となる資質・能力や、
現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力の育
成が求められている。なお、これらの資質・能力を、
本論考では特定の教科だけでなく全ての教科・学習に
関わるものということで、これ以降『汎用的な資質・
能力』と表記していく。この汎用的な資質・能力の育
成という目標は、学校教育全体を通して行われるもの
である。当然のことではあるが、筆者らが専門として
いる図画工作科・美術科の授業を通しても、その資質・
能力の育成が求められている。つまり、図画工作科・
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美術科という教科特有の資質・能力と汎用的な資質・
能力との両方を育成することが必要とされる。また、
この二つの資質・能力はそれぞれが関係し合いながら
育まれていくものである。もちろん現行の学習指導要
領でも、図画工作科・美術科の目標は、作品制作や鑑
賞の学習を通して、児童生徒の「生きる力」を育成す
ることであった。しかし、そうであるにも関わらず、
いまだに学校現場では、明らかに技能面だけを高める
ことを目標としている授業が多数実践されている現状
がある。また、学校現場での授業実践に関していえば、
教科の評価項目としてあげられている４つ観点の育成
は意識されているが、それらと関連して育まれたり・
発揮されたりしているはずの汎用的な資質・能力に関
しては、あまり意識されていないといえるであろう。
　このような現状を踏まえ、新しい学習指導要領が告
示され、新しい学校教育に向けた取り組みが必要とさ
れる今、もう一度、図画工作科・美術科の授業を通し
て育てたい、あるいは育てることのできる汎用的な資
質・能力とその育成の方法について検討していくこと
が必要だと考えた。新学習指導要領解説総則編によれ
ば、汎用的な資質・能力には、言語能力、情報活用能
力、問題発見・解決能力等が含まれる４）とされている。
また、先の答申では、多様な人間との協働という言葉
も頻繁に出てくることなどから、人と協調する力や他
者と合意形成していく力といった協働で物事を行うた
めの力も含まれるのではないかと考えた。
　本学部は教員養成を目的として設置された学部であ
る。現状として、卒業生の全てが教職に就くわけでは
ないが、教員免許状を取得し卒業していく以上、いつ
でも教育現場に立ち、子どもたちへ適切な学習指導が
できる人材の育成が求められている。つまり美術専攻
の学生であれば、図画工作科・美術科の授業を設計し、
適切に指導・支援するためのスキルを身につける必要
がある。また今後の新しい学校教育で活躍できる教育
者になるためには、授業等を通して児童・生徒に汎用
的な資質・能力を育成することのできるスキルを見つ
ける必要もあるといえる。
　以上のような背景をもとに、本研究を実践すること
とした。
１-３．デザイン思考とは
　今回、汎用的な資質・能力を育成するための方法と
して注目したのが「デザイン思考」である。「デザイ
ン思考」とは、米国のデザイン会社IDEO社CEOのティ
ム・ブラウンによる著書『デザイン思考が世界を変え
る』５）が発表されて以降、近年、それまでのデザイナー
が取り組んできた思考の過程が、新たな製品の開発の
みならず、様々なサービスや組織、システム、そして
問題解決などを推進する上で有用な考え方として認知
されはじめている。つまり“デザイン”という言葉は
入ってはいるが、それは美術に関わる分野から発展し、
幅広く社会でイノベーションに向けたアプローチ方法
として使われているのである。　
　「デザイン思考｣ と不可分にあるのは、協働による
創出であるという点であろう。先にあげた著書におい
てブラウンは、「IDEOには、『いかなる個人よりも全
員の方が賢い』という有名な格言がある。そして、こ
れこそが組織の創造性を解き放つ鍵となる。」６）と述
べている。現にデザイン思考を用いた実践には、多様
な専門性をもつ人材が集まり解決に向けて取り組むこ
とや、クライアント自身もチームに招き入れ一緒に課
題解決に取り組む方法などが積極的にとられている。
つまり、協働によるデザインという行為や経験を積み
重ね、思考として身につけることが、これからの社会
発展に必要な教育内容といえるのではないだろうか。
２．授業の実施内容
２-１．題材実施の経緯
　群馬大学とアーツ前橋（前橋市立美術館）は、平成
27年度から連携事業７）等を行ってきた。今回の授業
題材となったプロジェクトは、事業との直接的な結び
つきはないが、これまでの連携事業から、アーツ前橋
が教育学部美術教育講座に相談を持ち掛けたことに始
まる。相談は当該授業開始の約１ヶ月前、平成28年９
月にアーツ前橋の教育普及担当学芸員から美術教育講
座教員にされた。内容は、美術館内のエントランス付
近の共有スペースを中心に行っているアート・ワーク
ショップ「あーつひろば」における使用什器のデザイ
ンに関するものである。あーつひろばは２ヶ月に一度
程度、不定期に開催され、主に開催企画展示などと連
動した制作を中心にしたワークショップである。あー
つひろばは、一般の人にアートの楽しさや学びを提供
する機会であり、また美術館の宣伝、広報活動でもあ
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る。参加者の中心は子どもであり、事前の広報も行っ
ているが、開催時に居合わせたり、近くを歩いていて
興味を持ってくれたりした人に参加してもらう、自由
参加の催しが主になっている。実施内容は美術館学芸
員と外部講師による企画で、運営にあたっては、他に
サポーター（美術館ボランティア）が補助している。
あーつひろばは2013年春のアーツ前橋開館以来開催さ
れてきたが、使用什器は開館時に市の関連施設で使用
されてきた設備を貰い受けたものを使っており、統一
感やアートを発信する場所という配慮は行われていな
かった。そこで、デザインを改善し、アーツ前橋とし
ての独自性をもたせることで、ワークショップの充実
などを図り、参加者の増加、ひいては美術館や地域美
術の発展へと結びつけたいとの考えがあった。また、
製作に関わる材料実費が、平成28年度の美術館の活動
に支給される補助金から捻出できる目処があったこと
も依頼の契機となったようである。
　どういった什器をデザインするか、美術館側からの
依頼に具体的な指示があったわけではないが、教員と
担当学芸員の事前協議において、対象物として、椅子、
机、看板、参加者が作ったものを陳列する棚、道具入
れや製作台となるカートなどが挙げられた。美術館か
らは使用上の配慮は勿論のこと、参加者の参加形態や
実施場所の関係から、外からワークショップが行われ
ていることが良くわかるといった、視覚的な宣伝とし
ての効果が得られる什器であることも求められた。ま
た、収納や保管なども継続的な運用において重要であ
ることを確認した。なお、本プロジェクトを授業の題
材にすることは、担当学芸員との事前協議において授
業者となる齋江が判断した。それは、授業内容として
も見合うものであり、また、普段は学内で展開されて
いる授業から、外部に対する責任や協働による相乗的
な学習等を付加し、学生にとってより深い経験知とな
るのではという目論みがあったからである。なお、本
プロジェクトを授業の題材（課題）にすることを最終
決定したのは、履修学生人数が確定した平成28年10月
の初回授業時である。
２-２．対象授業の概要
　対象とした授業は「デザイン実習C」である。本授
業は教育学部美術専攻２年次生以上を対象とした選択
の専攻科目授業であり、後期授業期間（この授業は
2016年10月〜 2017年２月）で週１回、135分を計15回
行う１単位の実習授業である。授業内容は「構造と機
能、機能と形体に関する作品制作の実習」であり、主
にプロダクト・デザインの領域において必要とされる、
機能と形体や造形の関係に焦点をあて、年度によって、
15回の中で２〜３課題行うのが通例である。例年は、
紙を素材に重量物を支える構造物の制作や、合板を材
料とした玩具や椅子などの制作といった課題を行って
いる。前年度までは、いずれの課題も教員からの目標・
ねらい、条件等の提示後、［スケッチや試作といった
アイデアの展開］→［製作］→［プレゼンテーション］
という流れで履修生各個人を中心に行い、また、すべ
て学内で行われるものであった。
　今回のプロジェクトでは、「どのように作るか？」
ではなく、「なぜ作るか？」「何をつくるか？」から探
ること、試作や検証を繰り返すこと、また、これらの
展開を協働して取り組むこと、外部との関わりの中で
創ること、実際の製品として授業後も外部で使用され
るものであることなど、前年まで行ってきた課題とは
大きく異なる。全15回の授業において本プロジェクト
課題が何回必要かは、内容や量などが影響するため、
とりあえず10回程度を予定し、授業時数の残りは、前
年度同様の別課題に取り組むこととしたが、結果的に
15回すべてを使うことになった。
　平成28年度は２年次生３名、４年次生３名の計６名
が履修した。なお、３年次生は後期が教育実習期間に
あたるため履修できない。２年次履修学生は、前期ま
でに基礎的なデザイン造形の授業を履修した学生であ
り、４年次履修学生はいずれの学生も専門分野として
デザインを選択した学生で、過去に選択のデザイン分
野授業を履修した経験がある。
２-３．授業の展開
　全15回行った当該授業実践の流れと内容、授業内で
授業者が指導した重点事項は次の表１に示す通りであ
る。実際には、アイデアを発散的に出すことなどは各
個人への宿題にしたり、最終的な実製作においても履
修学生の一部とともに授業時間外に作業したりの時間
も多くあった。
　本プロジェクトの指導は、単に外部からの依頼に対
し、結果としてのデザインを提供するというだけでな
く、デザインという行為の過程において、履修学生が
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表１　授業の展開と内容等
授業
回数
内容 実施授業概要 指導時の重点事項
1
・授業説明
・ プ ロ ジ ェ ク ト
（課題）概要説
明
・調査スケジュー
ルの確認
・プロダクト・デザインにおける一
連のプロセスについての説明や確
認を行う。
・本プロジェクトの依頼内容等の説
明を行う。
・調査時のポイントを説明する。
・デザインにおける、調査→試作→検証→
修正→製作の繰り返しが重要であること
を認識する。
2
・使用現場および
周辺調査（グル
ープワーク）
［於：アーツ前橋］
・アーツ前橋に赴き、あーつひろば
が行われている場所と周辺部（道
や近隣建物など）を写真記録した
り、寸法計測したりする。また、
什器の保管場所や保管場所から実
施場所への移動動線なども確認す
る。
・担当学芸員からワークショップ時
の様子や現時点での問題点等につ
いて聴き取り調査を行う。
・デザインにおいて有用なアイデアを導き
出すためには観察とそれに伴う洞察が重
要である。
・業務経験等が不足している場合、調査に
おいて雰囲気などを中心に漫然と見がち
なため、計測や記録などをしっかりと行
っておく。
・使用される場所だけでなく、館内の他エ
リア、館外との関係なども調査対象にす
ることがより発散的な思考に結びつく。
3
・調査内容の整理
（グループワー
ク）及びアイデ
アの展開（個人）
・前回の調査結果をもとに、履修者
相互に活用できる使用空間の平面
図にするなどを行う。
・学芸員への聞き取り調査などから
問題点や要望事項を整理し、全員
で共有する。
・何を、どのようなデザインにする
かを発想する。
・各個人でアイデアを出すためにも相互の
情報共有や「気づき」を伝え合うことが
大切である。
・情報を整理していく中でデザインに結び
つくアイデアへの着想を得る場合がある
ので、単に機械的に整理するだけでなく
発想への意識を持って行う。
・必要とされる条件（例えばワークショッ
プの参加人数や、空間の大きさなど）を
絞り、クリアしていくことが求められる。
4
・アイデアの展開
（個人及びグル
ープ）
・前回考えた各個人のアイデアを発
表する。
・どのような什器を、どのような観
点でつくれば良いかの再度アイデ
アを出し、全員で協議し一つのア
イデアとしてまとめてみる。
・発想はあくまで使用者の視点に立って行
う。（次の順）
　1， 子どもを中心としたワークショップ参
加者
　2，ワークショップの講師や補助者
　3，主催運営者（美術館関係者）
　4，その他見学者
・学年などにとらわれることなく、自身の
発想をしっかり伝える。
5
・制作什器の絞り
込みとアイデア
の共有（グルー
プワーク）
・各個人のアイデアを発表した後、
今後制作していく什器の絞り込み
を行う。
→制作はワークショップで使用
する作業机に絞り込むことで
決定した。引き続きアイデア
展開することを求めた。
・再度、学生全員で討議させ一つの
アイデアに収斂させてみる。
・造形が持つ機能的な側面への留意を促す。
・「ワークショップは、集団による学びの機
会であること」という行為の主旨に立ち
返って考え、何が必要とされるか、もう
一度確認する。
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6
・机のデザイン・
ア イ デ ア 展 開
（個人およびグ
ループ）
・作業机のアイデアを有用性、実現
性を含めグループ全体で検討し、
方向性を決める。
→２つの案に絞り、ノックダ
ウン可能な作業机の形状と
寸法を確定。
・アイデア・スケッチでは表しきれていな
い寸法等の人間工学的な視点が必要。
・設置、保管などへの配慮も、製品に求め
られる機能である。
・我々の技能、加工設備、使用可能材料等
を見渡した実現性を確認すべき。
・机上で検討するだけでなく、プロトタイ
プを製作し、実態を伴うかたちで発想、
構想し、確認することが重要。
7
・デザイン案の試
作（ グ ル ー プ
ワーク）
・機能検証のため実際に使用可能な
2 つの案について木材を使った検
証モデルを製作する。
・木材加工に使用する加工機械等を体験し、
製作上の手順の把握することが、造形上
の構想を行う上で重要。
・後の検証時、ワークショップ参加者に事
故等が起きぬよう、制作物の強度、仕上
げ等を十分に配慮すること。
８
・試作による実践
検証（グループ
ワーク）
［於：アーツ前橋］
・プロトタイプをあーつひろばで使
用して参加者の様子を観察し、想
定した効果の確認や運用状況等を
チェックする。
・履修学生はワークショップのアシスタン
トとして参加して、2 案それぞれの試作品
に対し、ワークショップ参加者の様子や
空間の状況、運営上の問題等を把握する。
9
・実践検証での問
題点整理による
実現化に向けた
検討（グループ
ワーク）
・最終案を 1 案に絞り、使用、運用
等を想定して脚と天板部の接合等
細部について検討する。
・時間的、経済的制約と有用性を俯瞰し、
最良の結果を求める。
10
・ プ レ ゼ ン テ ー
ション
［於：アーツ前橋］
・ワークショップを主催するアーツ
前橋関係者および補助者に向けた
作業机の最終決定案等を提案し、
意見聴取するとともに、最終製作
の承認を得る。
・単に物の形状とかを述べるだけでなく、
どのような洞察や体験から得たアイデア
を説明すること。
・他者の意見に耳を傾けるとともに、自分
たちのプロセスや判断に自信を持つこと。
11
・実製作 1【材料
の荒取り】（グ
ループワーク）
・主に墨付け作業と材料の荒取り作
業を行う。
・同じ形状を加工するため治具を使うこと
で効率的に、精度を保ち加工することが
できる。
12
・実製作 2【材料
の接着等と塗装
前仕上げ作業】
（グループワー
ク）
・前に荒取りした材料を更に加工
し、塗装できる状態にまで仕上げ
る。
・加工の順序をしっかりと組み立て、確認
しながら進めることで、効率良く、美し
い仕上がりになる。
13
・実製作 3【下塗
り作業】（グルー
プワーク）
・下塗り塗料の塗装作業を行う。 ・塗装作業について基礎的な手順や注意点
を確認した。
14
・実製作 4【研磨
及 び 仕 上 げ 塗
り】（グループ
ワーク）
・下塗りの研磨後、水性透明ニスを
塗布して仕上げ塗装を行う。
　（アーツ前橋のサポーターにも参
加してもらう）
・製作においては事前に実験を行い、作業
環境を整えて望むことが求められる。
15
・取扱い説明書の
制作（グループ
ワーク）
・作業机の仕様書、取扱い説明書を
作成することで、プロジェクトの
まとめ作業とした。
・他者に対し理解を得るための作業が、自
身の思考を整理し、今後の創造活動に役
立つ。
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洞察や発想をより深く、広く行い、また、独自性を持っ
た機能的なアイデアへと収束させていく過程を経験す
ることに重点を置いた。
　前述の通り、履修者は２年次生と４年次生であり、
２年次生は経験が浅く、一方、４年次生はいくつかの
デザイン課題の経験があるが、卒業研究の只中の時期
となる。このような状況下において、特にデザインで
重要な発想・構想の段階（第４〜６回授業）において、
２年次生は４年次生に頼ったり、萎縮して発言や行動
を控えたりする可能性がある。４年次生はアイデアを
十分検討しないまま、先んじて進めてしまう可能性が
あった。いずれにせよ効率性のみに流れがちな状況が
あり、指導上も注意した。具体的には、初動段階では
意見交換しやすいよう、お互いに気心の知れた同学年
３人ずつの２グループで協議を行うなどさせていた
が、途中から６人全員を一つのグループとして協議さ
せるなどした。また学生の状況に応じて、授業者から
アドバイスだけでなく、具体的アイデアを例示する、
考えが及んでいない点を注意する、協議の時間を延長
するなどして、学生の発想の視点を転換させたり、ア
イデアの醸成を促したりするなどの工夫を図った。
　その他に指導上において教員の役割は、製作におけ
る加工や材料選択といった技能的指導、美術館とのや
りとりといった事柄である。
３．実践結果
３-１．制作作品について
　先にプロジェクトの結果として、美術館に引き渡し
た作品について述べる。作品は、図１に示すとおり、
天板の形状が長方形を斜め２つ割りにした台形状の座
卓作業机、計12台である。台形は左右対称形ではない
ため、ＡとＢの２種類（各６台）になっている。この
作業机は図２の様に組み替えることで形状を変化さ
せ、多様なワークショップの作業内容、ワークショッ
プ参加者間相互のコミュニケーション、指導講師と参
加者との関係などに対応させることを意図している。
また組み替えによって、一般的な長机とは異なる独自
性の強い空間を生み出すことができ、ワークショップ
という特別な時間の空間演出が可能になると判断し
た。
　座卓にしたのは、椅子なしに子どもから大人まで幅
広い体格に対応できること（子どもは厚手のクッショ
ンを使用）、ワークショップが行われている屋内が歩
道からガラス越しに見えるので、机が低いことで通り
を歩く人がワークショップの様子をうかがい易く、看
板的な効果につながると考えた。なお、空間は土足の
ため敷物が必要だが、敷物も特別な空間や時間の演出
のため、人工芝にすることを提案した。
　最終的な作業机のデザインは、学生が陥りがちなグ
ラフィカルな形状や派手な機構、例えば様々な花を
模った天板や変形する仕組みなどではない。比較的単
純な形体でありながらも、空間演出や運営者と参加者
相互のコミュニケーションへの配慮を包含する機能的
な有用性をもった回答として評価できるものだと考え
る。そして、このデザインに至った着想や構想への経
緯が、彼らの学びの質を表すものともいえる。よって、
次にこの形状に至った経緯を述べる。
３-２．最終案に至るアイデアの着想と構想の経緯
　「天板を台形に」というアイデアは２年生の中の一
人が、現地調査と調査内容整理後の個人アイデアとし
て発表したものである。このアイデアの着想は、ワー
クショップを行っている空間に直径1.5ｍほどの円柱
状の柱があり、それら柱を取り囲むような空間上の効
率から発想したアイデアであった。しかしながらこの
アイデアは、使用できる材料の大きさと強度などの技
術的実現性に乏しいこと、何よりワークショップとい
う場面において、参加者が柱と対面して活動しなけれ
ばならず、参加者相互のコミュニケーションへの配慮
に欠けるものだった。授業者からそれら問題点を指摘
し、一時は消えかけたアイデアだったが、他の学生か
ら「これらを組み替えることで、長方形や正六角形の
様々な形状にできるのでは。」との気付きがあり、また、
「知らない者同士が長机などで対面に座るのは緊張す
る。体を斜めに向けて座ることができる角度をもった
机は、不特定多数が参加する場所にふさわしいので
は。」と別の２年次生が意見を述べ、台形の案は大き
く前進した。そして、これらの意見が有用性を持つの
か、どのくらいの寸法で想定した効果を得られ、また
製作可能なのか、ダンボールなどを素材としたプロト
タイプをつくり学生間で確認と修正を繰り返すこと
で、最終案につながる構想がまとまった。その後、あー
つひろばに持ち込む検証モデルの製作、試作を使用し
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図１　ワークショップ用作業机（完成作品）の外寸、仕様、外観等
図２　作業机の組み合わせ展開例と美術館共有スペースにおける設置の一例
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たワークショップでの検証、運用上から技術的、経済
的実現性を踏まえた修正、美術館と運営協力者へのプ
レゼンテーションによる意見聴取を行い、最終的に製
作までを行った。
　このように作品に至った経緯は、調査段階から実製
作前までに至る目標の共有と学生同士、あるいは教員
を含めた相互の意見交換や協働による試行錯誤やその
中で起こった気付き、そして、スケッチやプロトタイ
プ、試作といった造形を通しての意見交換による学び
から生まれた結果だと考えられる。
４．考察
４-１．授業観察からの考察
　ここからは、授業の様子を観察して気付いたことを
もとに考察を行っていく。今回授業の様子の記録に関
しては、茂木の行った写真と記述による記録がメイン
となっている。具体的には、授業者と学生、学生同士
の重要と思われるやりとりを中心に記述を行った。
　まず改めて、「デザイン実習C」の全体構造を簡単
に考察したい。今回の授業実践は、アーツ前橋という
外部施設から持ち込まれた「ワークショップ用の什器」
を制作するという課題であった。またその課題にグ
ループで取り組んだり、試作品を実際にワークショッ
プの中で使用してもらい、学生もそこに参加しながら
実際の使用状況を調査したりといった進め方がなされ
た。このような状況から、①実社会での課題に取り組
む②グループワークが基本③情報収集や調査を行うな
どといった観点を含んでいることから、本授業実践は
PBL（Project Based Learning）型の授業だったと考
察できる。PBLは、グループに分かれて大きなテーマ
について調査を行い、それを元に自分たちで課題を浮
き彫りにし、それに対する具体的な解決方法を考えて
いくものである。本実践はこのPBLの要素をもちなが
ら、その解決に向けてデザイン思考を活用する要素が
組み込まれたものだといえる。
　PBLにもデザイン思考にも共通するのが、協働での
取り組みである。そこでまずは、協働性に注目して考
察を行う。授業についての説明にあった通り、今回の
授業は、２年次生３名、４年次生３名という人数で終
始協働で行われた。第２回の授業では実際に依頼主で
あるアーツ前橋に赴き什器を活用するスペースの現地
調査を行った。授業者より事前の指示があったにも関
わらず、メジャーなどの道具を持参していない学生な
どもおり、授業に対する意識の違いが表れていた。授
業者の指示の下、実際に計測等が行われたが、４年次
生は自分たちですすんで計測を行うのに対して、２年
次生はその様子を見ながら何をしていいのかわからず
右往左往していた。４年次生が２年次生に指示を出す
ようなこともなく、２年次生の方は声をかけるタイミ
ングをつかめなさそうにしており、積極的に４年次生
に声をかけて何かをしようとする様子もみられなかっ
た。第３回目の授業は、それぞれがデザイン案を持ち
寄って検討する時間であった。学生は学年ごとに分か
れて座っており、それぞれの学年で意見交換をしてい
た。この時間中では、２年次生も積極的に意見交換を
していた。第４回目は、それぞれ個人のデザインを全
体の前で発表した後、全員でアイデアを検討する時間
であった。４年次生、２年次生共に遠慮している様子
が見られ、なかなか活発に意見交換が進んでいない印
象を受けた。
　その様子に変化が見られ始めたのは、什器の姿が具
体的になり一緒に製作（作業）をするようになってか
らであった。この理由として考えられるのが、具体的
な什器のビジョンを全員が共有し始めたことがあげら
れる。授業当初から“ワークショップで使用するため
の什器”という目標は共有できていたはずであるが、
そのテーマが広かったため、学生内で目指すべき具体
的な姿の共有が上手くいっていなかったのだと考えら
れる。また、学生のワークショップというものへの参
加経験の不足、そのような場面で実際に使用されてい
る什器についてのイメージ不足なども原因として挙げ
られるであろう。そのためか、具体的なイメージがで
き始めるまでには時間がかかったが、それが少しずつ
具体的な姿を見せ始めると意見交換が活発化し、それ
まで感じていた学年間の隔たりも薄らいだように感じ
られた。ここで注意しなければいけないのは、コミュ
ニケーションが最初から活発になるようにする手立て
として、授業者側から具体的なイメージを提案してし
まうこと（今回であれば最初から什器のイメージ図を
提案するなど）である。こうすることで、ゴールの共
有は簡単に行うことができ、早い段階でコミュニケー
ションがより円滑に行える可能性はある。しかし、そ
の方法では今回の授業の目的である、汎用的な資質・
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能力の育成、具体的には、問題発見・課題解決能力の
育成という観点においては不十分になる可能性があ
る。全授業15回のうちの序盤数回の授業で、なかなか
活発な意見交換が生まれなかったのは、授業者にとっ
ても受講生にとっても辛抱の時間であったと考えられ
る。それぞれがその時間を過ごす中で、それを打開す
るためにどうにか試行錯誤しながら少しずつ合意形成
していったことは、協働性を発揮するスキルの育成に
もつながったのではないかと考えられる。また、もう
一つコミュニケーションを誘発した要因としては、什
器を製作する工程の中でコミュニケーションをとらざ
るを得ない状況が生まれたことがあげられる。実際に
什器を製作する段階では、複数の工程を踏まなければ
ならない。その作業量はとても多く、その都度学生が
様々な仕事を分担して行う必要があった。指導者はそ
の度に手順等の説明を行い、流れをマネジメントして
いたが、誰がどの役割を行うのかといった指示などを
出すことはなく、学生の判断に委ねていた。そのため
学生は、状況に合わせて自ら作業を見つけたり、先に
やっている学生にやり方を聞いたり、他の学生に声を
かけてサポートしたりという状況が生まれていた。ま
た製作に使用した一部の道具に関しては、製作経験の
豊富な４年次生がその扱い方に慣れており、率先して
その道具を使った作業を引き受けつつ、必要に応じて
２次年生の学生に使い方やコツをアドバイスする場面
がみられ、異学年間のやり取りも積極的に行われるよ
うになった。
４-２．アンケートからの考察
　ここからは履修学生に行った事後のアンケートとそ
の回答である表２を元に、本授業実践について考察を
行う。回答方法は全て自由記述によるものである。な
お紙面の都合上、本論考に必要だと思われる質問に
絞って記載していく。また学生の回答に関しても、必
要な部分を本人が記述したまま抜粋して記載する。
　まず、デザインをする上で大切だと感じたものとい
う問(表２−１)にたいしては、アイデアを多角的な視
点から検証し、追求する姿勢の大切さを感じた学生が
多かったようである。また、実際に使用する場面や人
のことを想像することの重要性を学んだようであっ
た。
　協働学習に関する質問（表２−２・３・４・５）か
らは、協働での取り組みに対する学生の赤裸々な意見
が読み取れる。協働をすることで、アイデアの幅が広
がり質の高まりを感じたり、大きな作品にも挑戦でき
たりしたという前向きなとらえがあった。その一方で、
自分の思い描いたようにできないことに対して窮屈さ
を感じた学生もいたようであった。また、授業以外で
作業を行う必要があった時に、その作業時間を合わせ
ることがなかなか困難だったようである。そのため、
作業分担に偏りが生じ、その作業を行った学生ではな
く、作業に参加できず他者に任せてしまった学生の方
が後ろめたさを感じる結果になったと考えられる。協
働を上手く成立させるために、多くの学生が自らの作
業に責任をもち、ミスをしないようにしなければいけ
ないという、高い意識と強いプレッシャーを表裏一体
でもっていたようである。これは、外部からの委託で
つくるというという状況も影響しているようで、その
緊張感をやりがいと捉えた者もいれば、不安と捉えた
者もいたようである。このアンケートの結果からは、
項目
番号
質問内容 回答
1
この授業を通し
て、デザインを
行う上で大切だ
と感じたことは
なんですか？
・作る目的や相手を意識することが大切。
・頭の中だけでは、本当の意味での利便性に富んだデザインは成し得ないのだと考えた。
・様々な角度 ( 視点 ) から考えることが大切だ。 多くの意見を取り入れることでより良いデザイン
になる。
・アイデアを作業の部分との兼ね合い ( 実現できるかどうか ) を考えたり、アイデアの先の使う人
のことを考えることが多かった。
・妥協しないこと。一つのアイデアが出たところで満足しないこと。 難しく作ることが良いとは限
らないということ。
・１度考えて終わりではなく ( 省略 ) 様々な角度から物事をとらえることが大切だと思いました。
表２　実践後の履修学生へのアンケート内容と回答（一部）
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2
協働で１つの作
品制作すること
と、個人で制作
することを比較
して、何か自分
の中で違いがあ
りましたか？そ
れぞれの、良い
点、悪い点は何
ですか？
・効率的にも協働で行った方が良かったし、みんなで作り上げたという達成感がものすごくあった。 
個人の予定の都合等でなかなかそろって作業できない。
・自分の中で十分であろうと思えたことなどに対して、「もっとこうした方が良い」と誰かが云っ
てくれる。誰かの意見を否定し辛いことが挙げられる。「自分なんかが云って大丈夫であろうか？」
と考えてしまうと、遠慮する気持ちが先行しがちになってしまう。
・たくさんの人の意見が聞けるので、考えが深まるし、新たな視点から見つめ直すことができる。
・感動を一緒に味わえる。 自分でやればすぐに終わることでも、教えあいながらするため時間が
かかることもある。他人の考えも受け入れなければならない。
・これだけ丁寧にものを作るという作業は珍しかった。他人と共に決められたきちっとしたことを
すれば、きちっとしたものができる。自分流のきかない場面だったこと。自分のスケジュールで
作業はできない。
・個人で作るときは、自分の都合 ( 主に時間 ) でできる。( 個人では ) 違った視点で物事をみるのが
難しい。また大きな作品になると一人では大変なので、制限されたアイデアになりがち。協働で
の悪い点は、仕事の分担の比重の差ができてしまう。信頼関係が必要。
・違いは合意形成を図る必要があることだと思いました。協働ではその分時間がかかったり、意見
のすりあわせのために苦労がかかったりしますが、その分、一人では作り得なかったものが生ま
れると思った。個人制作では、自分のペースでできる分、一人よがりの作品になりがちだと思い
ます。
3
協働で１つの作
品を制作する上
で気をつけたこ
とは何かありま
すか？
・自分の仕事は真剣に、出来る限り漏れなくやる。自分の仕事のミスで足を引っ張らないように。
・個人個人で仕事の丁寧さにムラがあると、少々雑な仕事があると目立ちやすいと思われる。しっ
かりと意識を高くもつ。
・効率よくかつみんなに役割ができるか考えた。
・自分のしている仕事がくるっていたり、正しくなかったらその後に響くというか机がきちんとし
なくなってしまうので、雑にならないように、かつ、どんどん進めたいとのバランスに気をつけ
た。まかせっきりにしてはいけないという意識は常にあった。
・信頼すること。感謝すること。積極的に取組むこと。何か間違えると他人にめいわくをかけるの
で、よく確認してから作業をすること。
・できるだけ全員が納得できる形になるよう(デザインも、作業分担も)声のかけ合いに気をつけた。
4
協働で１つの作
品を制作する上
で、困難だった
こ と や 障 害 に
なったことはあ
りますか？
・一人ひとりの技量の差が気になった。
・予定がなかなか合わない。学生の作業効率の悪さ。
・スケジュールが合わなかったり一人の負担が大きくなってしまう。先生が工程を知っていたのも
あり、まかせきりになってしまった。
・先生が作業する部分が多かったり、後輩が授業外の時間にやってくれたりということが多かった
りしてまう所が、自分が関われていないのではと、申し訳ない？うしろめたい？気持ちではあっ
た。
・仕事の分担の比重ができてしまうこと。日程を合わせる大変さ。１つの作業で、同じやり方をし
ても多少差がでてしまうこと。
・それぞれの能力や時間に違いがありそれを皆で合わせて制作することが難しかった。
5
外部からの委託
で、実際に使用
されるものをつ
くるという課題
設定はどうでし
たか？
・緊張感があってモチベーションが上がった。
・ささいな什器の傷や汚れが気になって仕方がなく予想以上に焦燥感を感じてしまった。
・実際にそれが使われるとなるとより制作意欲が強まった。
・机を通して外部とのコミュニケーションもとることができた。
・自己満足ではいけないということが良くわかった。自分はついていくしかできなかったが ( 作り
方に ) 自分にはない考え方をした課題だった。
・プレッシャーがあった。完成した時のよろこびはとても大きかった。日程 ( 美術館との ) を合わ
せるのが大変だった。相手の意図や希望をくみとるのが大変だった。
・相手の思いや求めているものに沿ってものを作るため、自分の思いには制限がかかるものだとい
うのを実感した。
6
教員側の課題設
定、サポートや
進め方等に関し
て何か意見はあ
りますか？
・機械や道具の使用方法を細かく丁寧に教えてくださった為に、特にこれと云った大きな事故もな
く、什器制作に参加することができた。
・進め方は、工程を最初に全流れを説明してもらったほうがやりやすかった。
・しっかりとした製品を作るとなったら仕方のないことだが、先生の案や方法に従って動いたり、
先生が進めざるを得ない部分が多かった。自分がやりとげたという感覚は少ないと思う。知識や
技術が無いのでそうなるが…。
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多くの学生が、協働で得られる良い部分と難しい部分
とを往還しながら本実践に取り組んでいたことが伺え
る。
　授業者の作業の進め方に対しては、他の問に比べて
あまり意見は書かれていなかったが、表２−６にある
ように、安心感を得た者もいれば、不自由さを感じた
者もいたようであった。
４-３．成果と課題
　成果としては、考察の段階で述べた通り学生の汎用
的な資質・能力、特にここでは協働で物事を行うため
の力の育成に一定の効果があったと考えられる。特に
重要だったことは、協働で取り組むことの良い部分だ
けでなく、困難な点も同時に味わえたことである。困
難な部分を知ることで、協働での取り組みに対して苦
手意識をもつ可能性もある。しかし、今後協働での活
動は避けて通れないものであり、今回困難を感じる部
分を知ったことで、そこに予め策を打つことによって
充実した協働活動へと繋げられる可能性もでてきたか
らである。
　また、本実践は授業者の指導のもと、学生が実際に
様々な道具を使用し什器を完成させる実習を伴う授業
である。ここまで本論考では具体的には触れてこな
かったが、製作を通して、素材理解や道具の使い方や
それぞれのコツ、作業を計画的に実施するための構想
重要性等、デザイン(美術)の特有の資質・能力に関わ
る部分の育成に対しても効果があった。つまり、本実
践は汎用的な資質・能力の育成と図画工作科・美術科
特有の資質・能力の両方を育成することのできた実践
だったといえる。
　その一方、いくつかの課題もわかっている。一つ目
は、実際に道具を使った製作作業の段階になると、授
業者の指示した手順にのっとって学生が動いていくと
いう要素が強くなり、アイデアを出す段階に比べて学
生の主体的性が弱くなったことである。本来であれば、
アイデアを出し、試作し、試用してみながら調査し、
それを元にブラッシュアップするという流れを、でき
る限り全て学生たちで行うことにより、各段階に合わ
せた課題発見と課題解決を経験できたはずである。現
に、アンケートの中にも、先生の指示に従って製作し
たので自分たちがやったという達成感が薄らいだとい
う旨の記述がみられた。本実践で製作した什器は外部
から委託されたものであり、当然であるが、機能面・
安全面、仕上げなどの観点から実際に使用に耐える質
の保証が求められた。また15回という限られた時間の
中で完成まで漕ぎ着けなければいけないという時間的
制限があった。製作の場面では、それまで学生が使用
したことのない道具を使用する機会も多々あり、それ
らの道具の使用に関しては安全面を優先する必要が
あった。以上のような理由が、製作作業段階に入って
からの授業者の指示を中心とした製作という流れに
なった背景といえる。
　１年次から段階的に道具に触れられるようにするこ
とが理想だが、美術科教員の養成をミッションとする
教育学部の中で実践されているデザインの授業という
こともあり、技能面(特に特殊な道具を利用しての)で
の積み重ねはなかなか難しいのが現実だと言えるであ
ろう。
５．おわりに
　今後実施される新学習指導要領による新しい学校教
育では、汎用的な資質・能力の育成が、強く求められ
る。そのような現状の中、今後、学校教育に携わり、
児童・生徒を指導していく学生にとって、デザイン思
考を取り入れた授業実践を行うことは有効な方法だと
いえる。集団によるデザイン思考のプロセスを理解し、
汎用的な資質・能力を身につけた人材が学校現場に出
ることで以下のような効果が期待できる。
　①保守的といわれる学校現場の中でイノベーション
をおこすことができる。②今回の授業の流れを参考に
することで、児童・生徒たちの汎用的な資質・能力の
育成をはかる授業デザインを行うことができる。など
が考えられる。デザイン思考はデザインや、図画工作
科・美術科の領域にのみ必要とされるものではない。
全ての学校教育の中に活用できるものであり、そうす
ることで新しい学校教育の充実に貢献できるものだと
考える。既に工学、デザイン、経営、経済等の分野や
それらの教育段階における研究や活用は多数行われて
いる。しかし、学校現場、特に義務教育段階での題材
への応用や人材育成への活用例はまだあまり見られな
い。今回の実践を通して、明らかになった課題を改善
しながら、協働的な学びとデザイン思考とを取り入れ
た授業実践を行い、未来の学校現場で活躍できる人材
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育成とその現場で活用できる題材の開発に貢献できる
ようさらに研究を深めていきたい。
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